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箱育苗では多種頬の病害が発生する。病原菌

の種掛ま13属23種に及去’といわれるが，東北地

域で発生頻度や被害量とも大きな病害は，土壌

伝染性病害でF弘田わび椚属菌，P射摘ね川‖属菌，

斤的gop捉∫属菌，Tric如dgr椚〃属菌による立

枯病が，種子伝染性病害ではいもち病，ごま葉

枯病，ばか苗病，もみ枯細菌病がある。これら

のうち，土壌伝染性病害はP再如〟椚属菌に

よる萎凋性立枯病（ムレ苗）を除き，生態が解

明し，防除剤の開発や育苗技術の進歩とともに，

育苗期の好天によって，1976年をピークに発生

や被害量が年々減少傾向にある。しかし萎凋性

立枯病は発生や被害量が大きいにもかかわらず，

生理病か寄生病かの十分な解明がなされないで

いた。一方，種子伝染性病害では宮城県を除き，

ばか苗病が再び多発傾向にあり，局地的ではあ

るが，ごま糞枯病菌による葉焼症，もみ枯細菌

病菌による苗腐敗症，その他の細菌性立枯病の

発生が目立ち，対策が問題化している。

このようなことからして，ここでは萎凋性立

枯病の発生機作と対策，ばか苗病の多発化原因

と当面の対策．増加傾向にある細菌性の種子伝

染性病害の発生現況などについて述べる。

1　萎凋性立枯病（ムレ苗）

①供試育苗箱標準育苗箱の約歳大（内径8

×10×4cm）の木箱。②供試土壌　盛岡市厨川

東北農業試験場本場畑土（pH6．16），大曲市

東北農業試験場栽培第一部畑土（pH5．20），

風乾土180g／箱，⑨施肥量　硫安0．5g／箱，過

石0．7㌢／／箱，塩加0．3g／箱，第3葉齢期以上の試

験には第3彙齢期に硫安0．1g／箱　追肥。④播

種と量　チウラム・ベノミル水和剤200倍液24

時間消毒，鳩胸催芽種子150粒／箱あるいは同

種子の乾重10g／箱。⑨育苗温室　温度3－4

月試験26－35℃，5～6月試験15－35℃。㊥潜

水1日3回水道水。⑦土壌と木箱の殺菌　オー

トクレーブ又は已　0．滅菌。⑧低温処理　所

定の葉期に育苗箱をビニール袋に入れ6℃（5

～7℃）5日間。㊥土壌pHの調整　炭酸カル

シウムと硫酸。⑲接種菌　萎凋性立枯病苗か

ら分離したP．grα椚乃わ0〃を常法バレイショ

煎汁ビー玉液体培地又はフスマ培地に10日培養菌。

⑪病名の呼称　ムレ蔚症状の苗を萎凋性立枯病，
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Py拍〟椚属菌による立枯病を腐敗性立枯病とした。

（2）試験結果

1）病原菌の関与と症状

盛岡市東北農業試験場土壌に無菌的状態で育苗

した苗の不完全葉期あるいは第2．5菓期に低温処

理し，腐敗性立枯病や萎凋性立枯病の発生を調べ

た結果は義一1である。無菌的状態では腐敗性や

萎凋性立枯病の発生はなかった。しかし無殺菌土

壌では不完全彙期低温処理で腐敗性が，第2．5

彙期低温処理で萎凋性立枯病が発生し，これから

は主に吾川加澗腐層と細菌が分離された。細

菌には病原性のあるものが認められず，Py摘弘明

属菌に病原性を認めた。また，病苗からは分離

義一1無菌的状態で育苗した苗の低温（6℃，
5日）処理による立枯病の発生

区
腐敗性立枯病 萎凋性立枯病 （ムレ

発生苗率 （％）苗）発生苗率 （％）

無菌的状態 Ⅰ 0 0

無菌的状態Ⅱ 0 0

殺 菌処 理 無 37 94

症．無菌的状態Ⅰ：土壌．大箱はE．0滅菌．種子は
アルコール・昇兼殺菌．蔵水は
蒸溜水

無菌的状態Ⅱ：土壌，木箱はE．0滅菌，濯水は
水道水

されなかったが，折衷方式育苗の確漑水から玄米

で水生南を鈎菌し．萎凋性症状の発生を凋べたが，

分離した　Ac鋸〃属菌，助♪rO如痛〃属菌．

用yねが加rd属菌には病原性が認められなかっ

た。以上から本症状には勒摘び椚属菌の関

与が推定された。

盛岡市東北農業試験場土壌に播種し，イネの生

育ステージごとに低温処理し，立枯病の症状を調

査した結果は表－2である。立枯病は第2彙齢期

～第3彙齢期の低温処理によって最も多く発生

し，それ以前の彙期では苗齢の若いほど発生が

少なくなる。また，第4葉齢期以後は葉齢

とともに発生が減少する。立枯れの症状は

彙齢で異なり，第1葉齢期以前の低温処理

では全身が黄褐変し，先端がねじれしおれ

るものであり（腐敗性），第1葉齢期以後

は全身あるいは頂葉が乾燥し灰緑色を呈し

巻いたり，ねじれたりして萎凋するもので

ある（萎凋性）。そして第1葉齢期の低温

処理では両症状が併発する。これを更に詳

細にみると不完全葉から第1葉が抽出始め

たときに低温処理すると，第1章の抽出部

義一2　苗の生育ステージごとに低温処理したときの立枯れの発生と症状

低温処理時期

（齢 期 ）

立枯れ発生
苗率 （％）

症　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 状

鞘　 葉

不 完 全 彙

第 0．5 葉

2 1．3

4 2．5

7 1．5

）全体が鼻褐変 し・先端がね じれ しおれる （腐敗性立枯病）0

全体が黄褐変しねじれしおれるが，抽出を始めた第 1妻の先端は乾燥状灰緑
色の萎凋になる。

第　 1．0　 彙 6 3．7 不完全葉までの葉鞘は黄褐変，第 1妻は乾燥状灰緑色の巷彙萎凋。

第 1．5 葉

第 2．0 葉

第 2．5 彙

第 3．0 彙

8 5．7

10 0．0

10 0．0

10 0．0

不完全秦までの葉鞘はやや淡い黄褐変，第 1葉以上は乾燥状灰緑色の巻
薬事凋が顕著になる。

‡霊慧笠監讐墓芸芋警 凋 （萎凋性立枯病）が顕著になり・奏鞘の黄褐

第 4．0 彙

第 5．0 葉

8 3．5

7 9．7

）蔓等貰書軍莞ア覧装誓学芸誌 謂 戯 表書鵠 墓錆 払 孟宗
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義一3　立枯れ苗から分離したP〆鋸鮎刑属菌
の病原性

低温処理 不 完 全葉 期 第 2．5 葉齢期

時期 腐敗性立枯病 萎凋性立枯病
接種菌の由来 発生率 （％） 発生率 （％）

不完 全菓 期 の
腐敗性立枯病菌

24 7 8

第 2 彙 齢 期 の
萎凋性立枯病苗

4 1 9 0

無　　 接　　 種 0 0

分は第1葉齢期以後の全身萎渦に似た症状を呈

する。これらの調査結果から腐敗性は鞘葉，不

完全葉，第1葉の彙鞘を主体にした症状であり，

萎凋性は第1彙以上の菓身を主体にした症状と

観察される。なお第1葉齢期以後でも床土が水

分過剰であったり，低温後の温度が高いと彙鞘

部が黄褐変し，水浸状の腐敗性症状が現れる。

しかし，萎凋性立枯病の最も特徴的な症状は第

1．5菓齢期以後の彙身の萎凋が芯葉で始まり，軽

症の場合は芯葉のみが萎凋枯死することである。

箱単位に萎凋性立枯病の発生様相を観察する

と，箱全体の苗が一斉に萎凋する場合，部分的

に斑紋型に萎凋する場合，ドーナツ状に萎凋す

る場合がある。出芽時に腐敗性立枯病を起こし

回復した生育遅延（萎縮性）苗は再度の低温に

よっても萎凋性立枯病を起こし難い。萎凋性立

枯病が育苗箱にドーナツ状に発生することがあ

るが，その多くはこのことが原因している。す

なわち，中心部の健全的苗は出芽時の腐敗性立

枯病の発生した苗の回復したものであり，その

周辺の軽症あるいは保菌苗が萎凋枯死する。

葉齢期別に発病苗から菌を分離すると，いず

れのステージの症状からもPy摘〟椚　属菌が

分離される。それらの病原性について不完全葉

期の立枯病苗から分離した菌株と，第2葉齢期の

萎凋性立枯病菌から分離した菌株をそれぞれ土

義一4　萎凋性立枯病菌から分離したP〆鋸鎚桝
属菌の種

分 離 歯 種 分離率 （％） 病　 原　 性

P g r〃椚紬icO Jα 8 4 安　　　 定

尺 別汀仰朗憫 5 不　 安　 定

そ　　 の　　 他 1 1 不　 安　 定

壌混和し，各苗を不完全葉期あるいは第2．5葉

齢期に低温処理し，発生率と症状を調査した結

果は表－3である。両分離菌株とも同程度の発

生率を示し．生育ステージ別の分離菌により発

生する症状は同一であった。

以上からPy抽び椚　属菌は低温処理を行っ

たイネの生育ステージによって腐敗性か萎凋性

の症状を示すが，次に関与する種について秋田

県仙北地方に発生した萎凋性立枯病苗から菌を

分離し調べた結果は表－4である。最も多く分

離される菌は　A grd加越coね　で，次いで

戸．ゆ而朋勒　その他数種がある。そしてA

grα椚細coねは病原性が安定していた。ムギ類

褐色雪腐病菌はPy摘〟椚属菌によって起こ

るが，これとイネ苗の立枯病との関係について

福井県農業試験場　高松進氏より菌の分譲を受け，

調べた結果は表－5である。腐敗性立枯病はいず

れの菌によっても安定した発生率で起こるが，萎

凋性立枯病はP r〃椚痛coβを除き，菌株間

で病原性に安定性がない。次にハウスの育苗終了

後の休閑期に作付される作物の種類によって，

翌春のイネの育苗期における萎凋性立枯病の発

生がいかなる影響を受けるか調べた結果は表－

6である。休閑期の作付作物によって萎凋性立

枯病の発生率はほとんど変わらなく，関与する

菌はいずれの作物区からもA〝抑加地血が
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表－5　ムギ類褐色雪腐病菌によるイネ菌の立枯病の発生苗率（％）

菌　　　　　　 菌 株 番 号
腐 敗性立枯 病

（p H 5．6 ）

萎　 凋　 性　 立　 枯　 病

液 体 培 養　 フスマ培養　 フスマ培養

（pH 5月） （pH 5．6 ） （p H 6 ．4 ）

A g r 〃弼伽 〃′α （冒2；＊8 2 ‾ 36 － 0．4　　　　　 46．9

4 9．7 59．6　◆

川 柳 0 0′わ （憲 二 …… 二 ；… 27．9 0．6　　　　 12．8　　　　 47．6

2 1．6 0　　　　　　 0　　　　　 5．7

伸 助 （≡ 二 ……二 …2 34．4 0．7　　　　　 4．5　　　　 48．5

2 5．0 5．2　　　　　 6．4　　　　 11．2

拍 叩 ∽αi （器 二 …… 二 ≡岩 2 1，1 0　　　　　 3．5　　　　　 4．5

18 ．7 0　　　　　 1．0　　　　 1 1．2

抽 椚卿 州 β （： 二 …… 二 言… 23．5 0．2　　　　 10．2　　　　 12．5

24．0 0．1　　　　　 5．0　　　　　 9．8

A p助 C〟椚 （冨 二 …≡二 三； 24．5 4．8　　　　　 5．9　　　　　 4．3

20．4 0．2　　　　　　 0　　　　 14．2

注．イネ苗の萎凋性立枯病から分離

表－6　イネ苗育苗後の休閑期に作付する

作物と萎凋性立枯病の発生苗率

作　　 物 育 苗 前 の土 壌 p H 発 病 苗 率 （％）

イ ネ（水 田化 ） 5．8 2 3 9．5

サ　 ト　 イ　 モ 5．6 7 4 4．0

ナ　　　　　 ス 5．7 1 4 0．3

ダ　　 イ　 ズ 5．6 2 3 0．0

ダ　　 イ　 ズ 5．6 4 5 4．0

ダ　　 イ　 ズ 5．7 9 3 4．5

注．分離菌はAgr〃椚i乃fcO／〃

分離された。

以上分離頻度や病原性の安定性からみて，萎

凋性立枯病の主関与菌は　A gr〃椚女房coねで

あると考えられるがト鞄血涙明属眉の関与し

ないムレ苗があるのかどうか疑問である。筆者

の試験及び文献からして，頓似症状を示すも

のをまとめると，①水分ストレスlI，㊤低温スト

レスII，㊥化学物質　硝酸根肥料の施用による還

元状態下での亜硝酸の発生による害＊，カルタッ

プ剤の播種時土壌混和による薬害（筆者，未発

表）などになる。しかし詳細に症状を観察する

と，水分ストレスは軽症の場合，老糞から萎潤

し，勒摘〟椚属繭の場合とは逆の発生症状を

示す。亜硝酸の害は根部が先におかされ，褐変す

る。カルタップ剤は第2葉が萎凋した場合，第

1葉の先端がわずかに橙黄褐変するなどで，た

〝脚線励制旭による萎凋性立枯病と異なる。し

かし低温ストレスは5℃で最もよく発生し，し

かも萎洞が芯葉でおこるなどP扉鹿部椚属菌の

場合にかなり類似している。筆者は無菌状態でこ

の症状の再現を試みたが，現在のところ再現で

きなく巨勒純血耶属蘭の軽症苗の症状と差を

見出せない。このようなことから角肋血椚属

歯の関与しないムレ苗の発生は無いとは断言で

きないが，ムレ苗として取り扱われてきた症状

はE gr〃mg戒coねによるものが大部分であろ

うと推定している。また，萎凋性や腐敗性の症

状は同一属菌によるイネの生育ステージの差で

＊　山形県農業試験場庄内支場．1982．コーティング肥料による水稲稚苗育苗について（被覆燐硝安加里）東北

農業試験場縞．1981年東北地域土壌肥料関係ブロック会議資料Ⅱ（主なる成果の概要）．
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あるから，両者を一つにまとめた方がよいとい

う意見がある。しかし関与菌の種は両者で多少異

なる。すなわち，萎凋性ではク．即働扉戒〝ね

が主要なものであるに対し，腐敗性ではA

gr〃椚古越coねよりむしろ他種が関与することが

多く，しかも数種に及ぶ。したがって現段階で

は角抽〝椚属菌による立枯病として，この

中に萎凋性のものと腐敗性のものがあると分け

ておく方がよいと考えている。

・2）発生環境

A grα椚i痛coねの培養菌糸を播種時から経

時的に土壌薩注で接種し，播種15日後に低温処

理した場合の接種時期による萎凋性立枯病の発

生を調べた結果は義一7である。接種時期が早

いほど発病しやすく，発病程度も激しい。そし

て低温3日前以後の接種では，特殊な場合以外

発病することが少なく，低温直前以後では発病

しない。低温3日前以後の少数の発病は，接種

菌が床土表面から彙鞘を葡萄し，侵入，萎凋をお

こしたもので，この発病は湿度が高く，軟弱徒長

している苗におこりゃすい。

発病は菌が存在するのみではおこらない。菌

の存在下で発病に最も重要な要因は低温と土壌

pHである。P．♂′〃椚i痛coねの土壌中での菌

糸生育と温度との関係を床土表面に，ストレプ

トマイシン含有素寒天を塗布したスライドグラ

スを1日おき，それに付着する菌量で調べた結

果は図－1である。菌糸の生育は適温が20－㌘

℃で，13℃で著しく劣り，5℃と40℃では認め

られない。発病と温度．菌糸繁殖量との関係に

ついて，殺菌土壌にPH抑抑玩血厄の培養

菌糸を混和し，鳩胸に発芽した種子を播種し，

1日間5，13，20，30，40℃におき，そのとき

スライドグラスに付着した菌糸量で，菌糸の繁

3
0
2
0
1

0

菌
糸
付
着
率
（
％
）

義一7　接種時期と立枯病の発生苗率及び菌の生育

5　　　　13　　　　20　　　　27　　31　40

温　度　℃

図－1　温度とク．gr〃桝i〃icOね

の土壌中での菌糸生育

接種 の播種 後 目数
接種 の低温

前 の 日 数

種 籾の

発芽 率
（％）

闇 毘 密

（％）

萎 凋性立 枯病 低 温処理 直前

備　　 考全身 萎凋
苗率 （％）

部分 萎凋
苗率 （％）

草 丈

（皿）
葉（基

播種後 15 日 6 7．6 1 0 0（3 1．9 ）＊ 5 7．3 4 1．5 1．2 0．8

地 表伸長菌糸

によ る感染

5 日後 （不 完全葉） 10 日 8 5．6 5 0．7 8 7．9 1 2．1 4．8 1．7

10 日後 （第 1．2 葉 ） 5　日 9 2．7 0 8 1．2 9．6 7．8 1．9

11日後 （第 1．5 彙 ） 4　日 9 9．5 0　 － 2 9 ．8 3 5．3 8．1 2．2

12 日後 3　日＿ 1 0 0 0 3．9 8．8 8．0 2．2

13 日後 2　日 1 0 0 0 4 ．0 0．9 8．1 2．2 〝

14 日後 （第 2．0 彙） 1 日 1 0 0 0 4 ．7 0 ．8 8．1 2．2 〝
15 日後 当 日 9 6．5 0 4 ．2 0．8 8．0 2．2 〝

無 接種 1 0 0 0 0 0 8．1 2．2

注．腐敗性立枯病は無低温処理で発生（9－32℃ガラス室）

＊褐変枯死率

－7－



義一8　温度とPgれ川扉別行仇旭の土中での菌糸生育，立枯病

菌糸 混和播
種 子発芽率　脚 菌 糸付着率

1％

地　 表　 面 腐 敗 性 立 枯 病脚 低温処理 14日後 再低 温 3 日

稜後 1 日間 葡 萄 繭 糸 再 低 温 によ る 後 の地表 面
低温 2 日後 低温 7 日後の 温匿 （℃ ）1 （低温 2 日後） 萎凋性立枯南膨 葡萄 繭糸 量

5 7 1．4 0 士 2 ．4 9 6．4 9 8．0 十・H ．H・

13 8 7．4 2．8 ＋ 5 9 ．8 9 4．8 9 1．4 糾 ＋

20 5 1．9 4 0．8 十日十 6 7．7 8 3．4 9 6．0 十H 十

3 0 3 2．7 4 1．2 一日＋I＋ 2 7．4 7 1．1 8 4．2 －H ＋

4 0 0 ＋ 0 0 8 8．3 †十十

殖状況を調査する一方，その後6℃，5日間の

低温処理を行い，低温処理終了2日後と7日後

の腐敗性立枯病の発生，及び1．5葉期に6℃，

5日間の再低温した場合の萎凋性立枯病と地表

菌糸量を調査した結果は表－8である。土壌中

の菌糸量は20℃と30℃で多く，13℃で著しく少

なく，5℃と40℃ではほとんど認められない。

一方腐敗性の発病は低温処理2日後では13℃と

義一9　温度と萎凋性立枯病の発生苗率脚

温 度

（℃）

埴壌土 （大曲 市）
火 山灰 土

（盛 岡市）

pH 5 5 P H　 6．3 p H　 6．1

ビニ ル ビ ニ ル ビニ ル ビ　ニ　 ル
無 被 覆 無 被 覆 被　 覆 無 被 覆

6 3 6 ．7 10 0 ．0 1 0 0．0 8 9．7

8 3 8 ．1 1 0 0．0 10 0．0 7 6．9

1 0 2 9 ．6 9 3．1 6 6．3 8 1．1

1 3 0 6 1．7 14．0 2 0．3

15 0 1 5．7 0 7．1

2 0 0 0 0 0

義一10　1日の6℃時間と萎凋性

立枯病の発生苗率仁初

6 ℃ の 温 度 時 間

（時 間 ）

埴　 壌　 土 火 山 灰 土

（大 曲市 ） （盛 岡 市 ）

P H　 5．5 P H　 6．1

2 4 2 4 ．5 8 1．3

2 2 1 2．3 6 2 ．2

2 0 1 1．5 4 6 ．8

18 7．3 3 3 ．2

1 6 0 0

1 4 0 0

－8－

20℃で多く，5℃で少ないが，7日後は20℃以

下の各温度で多発した。このときの床土表面の菌

糸量は30℃と20℃で多く，13℃と40℃で少なく，

5℃でごく少なかった。萎凋性立枯病は温度に

よる発生差が少なかった。これらから発病はある

程度以上の菌の繁殖している状態の低温でおこ

りゃすいといえる。

萎凋性立枯病の発生と温度との関係について，

低温を6℃～20℃として，各5日間処理した場

合の発生を調べた結果は嘉一9である。土壌

pHによって変動するが，10～15℃以下の低温下

で発生し．低いほど発生しやすい。また，6℃

5日間の低温で発病に要する1日の低温時間に

ついて調べた結果は表一10である。発病には1

日の低温時間が18時間以上断続することが必要

である。なお，低温を5℃とした場合，発病に

要する日数は土壌の種類で異なり，椛木らによ

る試験結果を示すと表－11である。一般に黒色

土壌で日数が少なく，その他の土壌で日数を多

く要する。

萎凋性立枯病の発生は低温処理後の温度によっ

ても異なる。低温後の温度を15，20，25，30℃に

した場合で，P．細川而山南の培養菌糸を確注

した土壌に播種し調べた結果は表112である。

症状発現は高温ほど早く始まり，短時間で最高

発生になり，3日後の発病程度は比較的軽い。



しかし低温ではこの逆で，特に

15℃では症状発現が緩慢で，低

温処理後も組織内を菌糸が伸

展しながら症状発現が進行す

るかのように観察され，3日

後の症状は激甚で．濃い灰緑

色の萎凋となる。低温処理7

日後の発病は15℃ではやや増

加傾向にあるが，20℃以上で

はむしろ減少している。これ

は高温では完全枯死した発病

苗が少ないはかに，軽症苗の

回復による健全化が原因して

いる。

以上の試験から低温が発病

に及ぼす影響は菌の感染行動

にも見られるが，それ以上に

苗の抵抗力低下に作用してい

ると考えられる。

土壌pHは5．0－5．5以上

高いほど発病が激しいが，土

表一日　土壌別に育苗した苗に対する低温処理日数と
萎凋性立枯病（5℃）

土 壌 の 採 集 地

（土 壌 の 種 類 ）
土壌 p H

低 温 処 理 日 数 （日 ）

1 2 3 4 5 6

干　 葉

（灰 色 低 地 土 ）
5．6 2

鶏 ％ ％ ガ ％ 　 5》
10 01．9 3 ．6 9 0 ．1 10 0 6 3 ．9

富　 山

（灰 色 低 地 土 ）
6．0 0 0 0 0 5 6 ．8 9 7 ．4 10 0

福　 島
（黒 色 土 壌 ）

5．7 9 2．7 8 9 ．5 8 5 ．5 9 4 ．1 9 7 ．8 10 0

大　 曲
（灰 色 低 地 土 ）

5．2 0 0 0 0 2 ．4 1．2 1 4 ．7

盛　 岡
（黒 色 土 壌 ）

7．16 0 0 9 ．2 5 4 ．7 6 2 ．9 1 0 0

滝　 沢
（多湿黒 ボク土 ）

5．8 4 3 3 ．3 9 8 ．2 9 5 ．4 1 0 0 1 0 0 ， 1 0 0

藤　 坂
（多湿封 汐 土）

5．6 7 5 ．6 2 5 ．3 6 2 ．4 6 8 ．8 9 7 ．8 1 0 0 ，

黒　 石
（黄 褐 色 土 壌 ）

5．1 1 1 2 ．2 1 ．1 6 7 ．6 2 2 ．3 2 5 ．1 4 7 ．8

注．東北農試栽培第一部作3研成績書より引用一部加筆．

義一12　低温処理後の温度とAgr〃椚i如COJdによる

萎凋性立枯病の発病推移

発 病 程 度
5 時 間 後 10 時 間 後 2 4 時 間 後 3 5時 間 後 7 2 時 間 後

－ － － ＋H ■十 8 7 ．7

－ 十 十十 ＋＋＋十 6 9 ．0

－－・ ーl＋ 十H ・ 十十十 5 9 ．0

＋ 1■＋ ＋†＋ ・ト什 5 1．9

＋ ＋ ■－ト・トトト 7 8 ．5

注．＊ガラス室　＊＊11－31℃

壌pHと苗の休質，萎凋性立枯病の発生との関　　である。pH5．0－6．0の範囲で，発病はpHに

係について，椛木らの試験結果を示すと義一13　　　比例して急激に高くなるのに反して，苗の草丈，

義一13　土壌pHと萎凋性立枯病の発生苗率

土　 壌 p H

低　 温　 処　 理　 前　 の　 苗　 質
低温 処 理後の

枯死率 2）（％）
草　　 丈 乾　 物　 重 乾 ㌔ 丈 発根 量り 溢 泌 液 量

（cm ） （喝） （喝） （叫／h r）

大 曲

盛 岡

5．0 1 1．8 13．8 1．17 1 4．0 6，4 9 0

5．5 1 2．0 14．1 1．18 1 4．4 6．25 2 0．7

6．0 1 1．9 13．7 1．15 1 4．9 6．44 7 6．0

6．OA 3） 11．5 ・ 12．8 1．11 1 1．9 1 6．46 0

5．7 1 3．4 16．6 1．24 1 5．1 0．32 7 3．7

注．1）：断根後25－20℃に12日間おいた後の発根皇

2）：5℃，4日間処理

3）：抒Ⅰ調整後オートクレーブ殺菌

椛水信幸，中村　拓．1984．農および園　59：545－548より引用41。

－9－・
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付
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（
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）

4．14．5 5．1　　5．9　6．4　　7．2
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7．7

土
壌
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．
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）
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0
6
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0
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0
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0
1
0

0　　2　　4　　6　　8　10　12

播種後日数（日）

図－3　育苗箱のpH変化

注．椛木信幸，中村　拡　後藤孝臥鈴木穂積、1983、
日作紀52（別1）：153－154より引用萌。

図－2　土壌pHとク．grβ桝i〃fcOJ仔の土壌中
での菌糸生育

乾物重．乾重／草丈．発根量，溢泌液量はpH

間で明らかな差が認められなく，本病への影響

は直接イネの生理に及ぼすものでないように考

えられる。一方，A g朋眈摘血蘭の土壌中で

の菌糸繁殖とpHとの関係について，前述の温

度と同様の方法で調査した結果は図－2である。

土壌中での菌糸繁殖はpH5．9－7．2で良好で，

pH5．1以下で急激に劣化する。発病と土壌

pHとの関係を同時に調査したところ，腐敗性，

萎凋性ともpH5．1以下で発生がなく．pH5．9

以上で発生が著しかった。これらのことから

土壌pHはイネの抵抗力よりも土壌中での菌の

繁殖に影響すると考えられる。

土壌は同一pHであれば埴壌土より火山灰土

で発病が多く，土壌は一般に水分含有量が高く，

過湿であると発病しやすいが，これらは苗の抵

抗力に影響すると同時に，P工〝甜扇痛甜ねの

繁殖にとっても適した条件である。

以上を総合して，自然でのA g和酢涙血鹿

による感染時期を考察すると，菌は播種作業に

よる床土への潜水で水分を得るとともに，微量

－10－

ながら種子から養分の供給を受け，発育可能に

なる。次いで，出芽期～硬化期は高温が保たれ，

床土のpHは椛木部こよると，図－3に示すよ

うに，播種後経時的に低下するものの4－6日

間は高く経過することなどを考え合せると，播種

時から不完全糞期までの早い時期に感染可能な

状態にまで土壌中で菌の繁殖が行われる。この

とき低温が襲来すると感染がおこり，低温が強

いと腐敗性立枯病が発生する。そして感染して

も腐敗性立枯病にかからなかった苗やその後新た

に感染した苗が，第2菓齢期を中心とした時期の

低温に遭うと萎凋性立枯病がおこると考えられる

（図－4）。この考えにそって防除時期を知る

ために，メタラキシル・ヒドロキシイソキサゾー

ル乳剤（500倍液，40mg／箱）の施用時期と萎

凋性立枯病の発生との関係を調べた結果は表－

14である。雇注時期は播種前日，播種時，播種

5日後，10日後，15日後（低温処理5日前），

18日後（低温2日前），19日後（低温1日前），

20日後（低温直前），低温3日目，低温処理終

了32時間後としたところ，低温処理5日前まで



低　温　処　理　時　期

萎凋性立棚　　　　－」

灰緑色巷業萎凋　枯死

灰緑色巷垂萎凋　回復（巻粂部のみ枯死）

澗性立桔病

回復亡軍
ト－　防除期間　一一・一」

敗症状強く巻彙ゆるい）

健　全　　　ニ

生育停滞

図－4　Pプr如伽椚属繭による立枯病の発生経過と防除

注．上段：苗の発病，下段：各章齢期における菌の動態（推定）

の濯注で完全な効果を認めた。これから防除は

播種から不完全葉期までの土壌中で菌の繁殖阻

止を目的にして行うことで効果が得られる。

3）防除対策

耕種的には立枯病の対策と同じだが，特に土

壌pHの矯正，低温時の保温，適切な潜水によっ

て過湿にならないよう健苗の育成に努める必要

がある。薬剤防除は関与菌の繁殖防止効果のあ

るヒドロキシイソキサゾール・メタラキシル粉

剤．あるいはメタスルホカルプ粉剤の播種前床

土混和，又は苗の生理的活性を高め，発生を抑

義一14　メタラキシル・ヒドロキシイソキサゾール

乳剤の施用時期と萎凋性立枯病

薬 剤 処 理 の有 無 と時 勅
発 病 苗率 （％）

全　 身 半　 身

低 温 処 理 5 日前 まで ＊ 0 0

〝　　 2 日前 0　9 1．1

雇 注　 〝 1 日前 1．3

8．2

1 2．9

1 4．6〝　 直　 前

〝　 中　 日 1 0 0．0 0

〝　 3 2時 間 後 9 4 ．1 5．7

無 痛 注 ・低　 温 9 6．1 0．8

無 痛 注 ・無 低 温 0 0

注．＊播種前から低温処理5日前までの期間凄症。

－11－



制するイソプロチオラン粉剤の緑化期施用で高

い効果が得られる（義一15）。注意すべき点と

して，メタスルホカルプ粉剤は土壌によって薬

害が生じる恐れがあり，ヒドロキシイソキサゾー

ル・メタラキシル粉剤は耐性菌の発生を促しや

すい。両剤とも施用法を厳守する。また，イソプ

ロチオラン拉剤はいもち病防除剤でもあり，有

機燐剤と交叉耐性をもつので，いもち病菌の耐

性菌分布を考慮して使用をする。

義一15　萎凋性立枯病の薬剤による
防除効果

薬　　　　　 剤 発病甫率e初

ヒド口車シイソキサゾール ・メタ
0

ラキシル粉剤　　　　 （6 才／箱）

メタスルホカルプ粉剤 （8 ㌢／箱） 0

無　 施　 用 5 1．6

イソプロチオラン拉剤 （50 ㌢／箱） 9．4

無　 施　 用 97．0

義一16　東北6県におけるばか苗病の発生状況

2　種子伝染性病書

目）・ばか苗病

東北6県におけるばか苗病の発生状況につい

て，1974年から10年間の北海道・東北地区植物

防疫事業検討会資料から本田における発生面積

の推移をまとめると表－16である。本病は各県

とも1975年ころから発生が減少したが，宮城県

を除き，早い県で1982年から遅い県で1983年か

ら再び増加が始まり，1984年は各県で急激に増

加した。この原因を探る一助として，日本植物

防疫協会昭和60年度日本植物防疫連絡協議会資

料に加筆し，種子予措などと最近の発生傾向を

対比して示すと義一17である。種子更新率は県

により30－60％と多少差がある。塩水選は各県

ともよく実施している。種子消毒は，発生の横

ばいの宮城県ではほとんどの地区で湿粉衣消毒

が行われてきたが，その他の県では低濃度長時

間消毒が多い。また1985年に低濃度長時間消毒

年　 度
本　　　 田　　　 発　　　 生　　　 面　　 積　 （hn）

青　 森　 県 岩　 手　 県 宮　 城　 県 秋　 田　 県 山　 形　 県 福　 島　 県

1 9 7 4 － 5 3 0 1 4 1 3 5 4 5 0 0 1 5 1 3 6 1 6 5 9

1 9 7 5 1 7 0 0 2 0 9 1 2 2 5 7 6 5 0 6 6 0

1 9 7 6 8 5 0 1 7 9 7 1 8 9 7 5 5 0 1 3 8 9

1 9 7 7 1 8 0 9 6 2 4 8 7 0 0 4 8 5

1 9 7 8 4 5 6 3 7 2 1 9 1 7 1 3 0

1 9 7 9 8 1 6 2 2 1 3 1 2 2 9 1 8 4

1 9 8 0 ー 1 5 5 5 9 3 5 0 1 8 2 0 1 2 7 0

1 9 8 1 0 1 0 2 1 0 3 － 8 3 0 3 1 5

1 9 8 2 0 3 8 7 7 6 9 － 4 5 3 2 1 6 2 9

1 9 8 3 5 1 5 7 2 7 5 1 － 6 13 4 4 3 0 2

1 9 8 4 1 9 5 2 1 8 3 7 8 7 8 0 9 5 5 6 9 0 4 7 3 3

1 9 8 5 1 1 3 5 4 4 7 2 8 4 3 1 2 5 3 4 4 0 6 1 7 1 1

注．北海道・東北地区植物防疫事業検討会資料より。

－12－



義一17　最近のばか宙病の発生と防除状況

県
最 近 の

発 生 傾 向

種　 子
更 新 率

塩 水 選
実施状況

種子消毒実施状況（1985年） 発病苗（株）

の抜きとり 備　　 考実施面種子 高應度 低濃度 吹き
（1985年度）（1985年度）嶺割合粉衣 短時間 長時間 付け実施 状 況

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

1 98 5 年まで
増 加

19 8 5 年まで
増 加

19 8 5 年まで
横 ば い

1 98 5 年まで
増 加

1 985 年まで
増 加

1割 年まで増加
1 98 5 年減少

31

44

40

35

58

50

100

80

98

90

100＿

85

100

99

99

100

100＿

100

4

47

95

41

49

72

21

4

1

7

6

25

75

16

4

52

45

3

0

33

0

0

0

0

少ない

少ない

苗代 ・本田
とも行う。

苗代よく行
う。本田行
わない。

実 施

（蒜 差違品

〈題 欝 までも

（品 盗 品

〈脇

〈蒜 お 品

阻　日本植物防疫協会．昭和00年度地区植物防疫連絡協議会資料，一部加筆。

義一18　種子消毒法とばか苗病発生地

消　 毒　 法
総調査地に対する割合（％）

発　 生　 地 無 発 生 地

低濃度長時間 42 58

高濃度短時間 25 75

湿　 粉　 衣 14 86

そ　　 の　 他 34 66

注’雲y業苦講誓‾・胤北日本融研報

から湿粉衣に切り換えた福島県では，発生が明

らかに低下している。岩手県では県南部では湿

粉衣が行われ，低濃度長時間消毒は県北部で主

として行われていたが，ばか苗病の発生も明ら

かに後者の地に発生が多い。このことを小川ぎー

の実態調査成績からみると表－18で，ばか苗病

の発生地は明らかに低濃度長時間消毒地に多く，

湿粉表地に少ない。次に，ベノミル耐性菌発生

地の消毒法と徒長苗からの耐性菌分離率とを山

形県農業試験場庄内支場及び青森県農業試験場

義一19　ベノミル耐性菌分離地の消毒法

調査地区 消　 毒　 法 耐 性 菌
分離率陶

非耐性菌
分離率幽

山形県

庄 内

低濃度長時間 85 10

高濃度短時間 0 0

湿　 粉　 衣 5 0

青森県

低濃度長時間 100 0

高濃度短時間 0 0

湿　 粉　 衣 0 0

注．東北農業試験成績・計画概要書より整理。

で調査しているが．その結果をまとめると表－

19である。耐性菌分離率は低濃度長時間消毒地

に高い。特にこの現象はベノミル単剤による消

毒地にみられることが報告されている。以上の

ことを踏まえると．多発化原因は大部分種子消

毒にあると考えられるが，その場合，湿粉衣や

高濃度短時間消毒では風乾作業を完全に行った

かどうか，低濃度長時間消毒では消毒温度，薬

液の撹拝が適切であったかどうかなど薬剤使用

の不手際によって発病が増加した場合と，ベノ
ー13－



ミル耐性菌の発生増加に基づく場合とになる。

東北地域におけるベノミル耐性菌の発生は，

1980年岩手県松尾村に発生した徒長苗から分離

した菌で確認された6とその後分布地は年々増加

したが，ばか苗病発生地の発病株から分離した

菌のベノミル耐性菌の分離地を，各県の東北農

業試験研究成績・計画概要書から読みとり，お
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●耐性菌分離地点

△耐性南無分離地点

青森・若手・福島県1．00O ppm以上
山形県　　　　　　　幻O ppm以上
秋田県　　　　　　　100ppm以上

1983年　福島県　■
1984年　岩手県
1泌5年　青森・秋田・山形県

青森県の数字は耐性菌分離率

図一5　東北地域におけるばか苗病発生地の
発病株から分離した繭のベノミル耐性
菌の分離地（略図）

注．東北農業試験研究成績．・計画概要書よりまとめた。

およその分布状況を示すと図－5である。特に

目立つ地帯は青森県南部から岩手県北西部，秋

田県南部から山形県庄内，山形県米沢盆地から

福島県会津盆地にあるが，宮城県を除き，全

県的に分布している。一般にカンキツ青かび病

菌や緑かび病菌のベンゾイミダゾール系耐性菌

にみられるように．薬剤の施用回数が限定され

ている場合は薬剤耐性菌の発生はしにくく，発

生しても耐性菌率が高くならなく，一定範囲以

下に収まると考えられている8如，本病の場合は

上記に述べたように必ずしもこのことがあては

まらなく，MIC値についても東北地域全体で

みると最高4．00伽pmまでの菌株が分離されてい

る5㌧

ベノミル感受性を異にする菌を保菌している

種子のチウラム・ベノミル剤による消毒効果に

ついて，東北地域内の4場所で試験した結果を

まとめると表－20である。MIC値6．25ppm以下

の菌株保菌種子では，いずれの種子消毒法でも

効果が顕著であるが，12．5ppm南棟保菌種子では

低濃度長時間消毒で効果がない。200ppm以上の

菌株保菌種子では消毒効果は著しく低下し．湿

粉衣法で効果が高いといった消毒法による一定

傾向はなく，安定した完全な効果を得るために

は，異成分をもつ新薬剤の開発が急がれる。し

かし当面の対策として，無病種子の採種（採種

田だけでなく，周囲500m内の水田の病苗の抜

取りをこまめに行う）に努めることと，消毒に

当たっては現在以上に耐性菌の増加がおこらな

いように，しかも種子に付着する薬剤の濃度が

高く．消毒効果が比較的高い湿粉衣あるいは吹

き付け法で手抜きのない消毒が必要である。

（2）細菌による病害

近年，未同定のものを含めて細菌性立枯症の

－14－



義一20　ベノミル剤の感受性を異にする歯株で保菌している種子に対するチウラム．
ベノミル剤の消毒効果

M I C 値

（p p Td
南　 棟 試験 場所

消 毒 法 別 徒 長 苗 発 生 苗 率 （％）

試験 年度
低 頻度 長時間 高 濃度短 時間 湿 粉 衣 無 消 毒

1 0 0 0

8 0 0

恥　 －　 2 4 岩 手 農 試 2 0∴4 19．2 10 ．4 3 5．0 19 8 3

8 3 1 8 東 北 農 試 4 8．4 4 6．2 5 4 ．2 5 9．3 19 8 4

サ ン ケ イ 東 北農 試 4 4．2 4 3．0 4 2．4 4 3．6 1 9 8 4

5 0 0 5 8－ 1 － 5 山形 農試 14．9 9．6 13．7 4 8 ．5 1 9 8 3

2 0 0

1 2．5

8 2 0 8 東 北 農試 9．8 1 6．6 2 1．4 3 8．2 1 9 8 4

〝 庄 内支場 1 5．8 1 1．6 1 6．5 8．0 19 8 3

〝 〝 4．0
－ 1 1．3 10 0．0 19 8 4

仙　 －　 8 岩 手農 試 5 7．2 1 0．0 1 1．0 4 4．7 19 8 3

6 ．2 5 サ ン ケ イ 東 北農 試 0．1 0．1 0 ．1 2 6．3 19 8 4

2．0 8 2 0 6 庄 内 支場 0．7 － 2．3 1 0 0．0 1 9 8 4

0．6 3 農　　 家 岩 手農試 0 0 0 8 0．1 1 9 8 3

庄・昭和駕～59年東北農業試験研究成績・計画概要書より。

発生が目立っている。なかでも，もみ枯細菌病

による苗腐敗症は多発している。北海道・東北

地区植物防疫事業検討会資料から最近10年間の

発生動向をみると表－21である。岩手県では

1978年，79年及び82年以降，宮城県では79年と

86年に多発し，福島県では年ごとに増加の傾向

にあり，特に79年以降に多い。発生推移型が3

県で同じでないが，3県とも多発した79年，朗

年，85年，86年は採種年となる各前年の登熟期

が高温で，穂発病が目立ち，保菌種子が多かっ

た。このことが主要な原因になっている。

本病は種子伝染によって育苗期に発生する。

保菌種子からの感染は種子の鳩胸時から第1葉

期までにおこり，特に催芽時が感染しやすく被

害も大きい。本細菌の発育適温は30℃～32℃で，

催芽処理の高温や出芽期の高温は感染に好適で

ある。また育苗中の土壌水分は発病に関係深く，

床土が透水不良で，長時間ひたひた状態になる

ような条件では多発する。したがって，防除は登

熱中に本稿発生の有無をよく調査し，発病穂が

あれば抜取り，健全種子を得るようにする。ま

た発病地の土壌は伝染源になりやすいので，床

土に用いない。育苗に当たっては温度や港水管

理に注意し，出芽期間を必要以上に長引かせた

義一21　もみ枯細菌病繭による苗腐敗症
の発生状況

年 度
発　 生　 箱　 数　 （箱）

岩 手 県 宮 城 県 福 島 県

1 9 7 4 ー

0

1 6 0

1 9 7 5 － 2 8

1 9 7 6 － 2 9 0

1 9 7 7 － 3 0 0

1 9 7 8 3 3 9 6 6 4 5

1 9 7 9 6 6 4 8 9 8 15 4 3 5 0

1 9 8 0 1 2 0 0 0 4 0 7 0

1 9 8 1 7 3 0 0 19 6 5

1 9 8 2 5 1 0 0 4 1 8 0

1 9 8 3 4 7 3 5 1 ＊ 5 7 0 7

1 9 8 4 1 7 6 4 0 3 0 ＊ 6 3 3 5

1 9 8 5 9 9 0 0 3 6 0 6 4 9 0

1 9 8 6 前 年 並 2 8 7 8 5 0 6 0

注．北海道・東北地区植物防疫事業検討会資料。

＊類似細菌による頬似症状を含む。

－15－



り，過剰な鍾水やハウスの天井からの雫の滴下

に注意が必要である。薬剤防除は採種年に穂発

生の多い年や地域ではカスガマイシン粒剤の播

種前床土混和すると効果が挙がる。

3　むすび

萎凋性立枯病は水苗代でも発生していたが，

当時はそれほど重要視されていなかった。もみ

枯細菌病は箱育苗になってから発生した病害で

あり，褐条病などは隣接地域の北陸で多発して

いる。またばか苗病は年1回の種子消毒で耐性

菌が発生している。箱育苗はイネ苗にとっては

特殊な環境で，既知病害はもちろん，日和見感

引　　　用

染をおこす病害の発生しやすい場であるといえ

る。それに加えて育苗期間が短いために，防除

は薬剤に頼りがちである。性質の異なる病害が

同時にあるいは連続して多発するため，薬剤の

種類が多くなる。薬剤の効果を高めるためにも，

不必要な防除を避けるためにも，耕種的対策が

重要である。そしてそれは育苗期のみでなく，

採種園から健全種子を得る努力が必要である。

萎凋性立枯病の研究には東北農業試験場栽培

第一部作物第3研究室中村拓室長から有益な助

言を．また種子伝染性病害の発生実態について

は東北地域各県農業試験場病虫害担当者から貴

重な資料を提供していただいた。
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